
３８期生（平成３１年４月入学） 授業内容計画 

教科名【 食育健康管理 】 

教員名【 藤田 直也 】 

 

講義№ 授  業  内  容 

大 分 類                      内    容 

  １  食育とはなにか  食育は誰のために行うものなのか、食育をする意味について 

   ２ 水について 普段飲んでいる水はどのようなものがあるのか、特徴につい

て 

   ３ アルコールについて ヒトの体内にアルコールが入ることによる代謝や影響に 

ついて 

   ４ ＪＡＳ規格について ＪＡＳ規格とは何か、普段飲んでいる果実飲料の特徴につい

て 

   ５ 食塩について  食塩を使うことによる味覚の変化や、食塩濃度と微生物の関

係について 

   ６ おいしさについて おいしさとは何か、味覚に異常をきたした時にどのような事

が起こるのか 

   ７ バランスの良い食事 バランスが取れた食事とはどのような食事か 

   ８ 食料自給率について 日本と外国での食料自給率の違い、食料自給率が低いとどう

なるか 

   ９ 食品ロスについて 日本の食品ロスの実態について、無駄を少なくするにはどう

するか 

  １０ 着色料について 食品に着色料を使うことの意味について、天然色素と人工着

色料の違いについて 

  １１ 食物繊維について ヒトが食物繊維を摂る意味について、食物繊維がヒトの体内

にどのような効果があるのか 

  １２ ＢＳＥについて 食の問題でＢＳＥがあるが、どのようなものか 

  １３ 環境問題について 環境が壊れることによるヒトへの影響について 

  １４ まとめ  食育健康管理で授業してきた内容のまとめ 

  １５ 学期末試験 

到達目標：食を取り巻く環境について理解し、食の大切さ、健康な身体作りができる知識の習得。 

教科書名【 無し（自作補助プリント等使用） 】 

単位履修の方法と達成度の測定方法 

 授業の出欠と期末試験にて判定 

  ・授業評価は出席回数が１０回以上無ければ、Ｄ判定となり期末試験を受験できない。 

・Ｓ・Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｄで判定（Ｄは不合格） 

（総合獲得点数 Ｓ：９０点以上 Ａ：８０～８９点 Ｂ：７０～７９点 Ｃ：６０～６９ Ｄ：

５９点以下※不合格） 

※Ｄ評価の者は、教員が必要と判断した場合には再試験を行うことができる。 


